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史
学
研
究
会
大
会
予
告

左
の
日
程
で
本
会
及
び
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
御
参
加
下
さ
る
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
十
一
月
一
日
（
月
）

　
　
見
学
　
　
奈
良
及
び
奈
良
西
の
京
、
並
び
に
沿
道
を
申
言
と
す
る
国
史
学
・
地
理
学
・
考
　
　
（
講
師
）
　
国
史
学
　
赤
　
松
　
俊
　
秀
氏

　
　
　
　
　
古
学
の
綜
合
見
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
理
学
　
藤
岡
謙
二
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
古
学
小
林
行
雄
氏

〇
十
一
月
二
日
（
火
）
　
京
大
楽
友
会
館

　
　
大
会
及
び
総
会
（
会
務
報
告
・
役
員
選
挙
）

　
　
　
（
講
演
）
　
　
　
　
中
・
国
古
銅
器
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
　
原
　
末
　
治
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
一
～
二
名
講
師
未
定

　
　
晩
　

餐
　

会
京
大
楽
友
会
館

　
　
尚
当
日
国
史
、
考
古
学
両
科
の
史
料
展
覧
を
行
い
ま
す

〇
十
一
月
三
日
（
祭
）

　
読
史
会
（
国
史
）
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
・
地
理
学
談
話
会
、
各
大
会
及
び
晩
餐
会

詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
月
下
旬
に
お
送
り
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
会
員
の
方
で
大
会
出
席
の
た
め
、
公
用
出
張
依
回
状
の
必
要
な
方
は
、
な
る
べ
く

早
く
本
会
宛
御
連
童
舞
さ
い
。
十
一
月
一
日
の
見
学
会
費
は
二
百
円
で
学
内
バ
ス
を
利
用
致
し
ま
す
、
御
参
加
の
方
は
会
費
を
添
え
、
十
月
十
五
日
迄

に
本
会
宛
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
尚
見
学
参
加
希
望
者
多
数
の
際
は
、
御
希
望
に
副
い
か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

史
　
学
　
研
　
究
　
会

会
員
各
位

」

●



　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
「
印
紙
条
例
】
揆
」
に
つ
い
て
（
上
）
（
今
津
）

は
シ
ア
ズ
髭
撫
導
者
と
す
る
サ
ン
ズ
・
オ
ヴ
・
リ
バ
テ
ィ
の
圧
力
を
ヶ
け

て
、
十
一
月
に
辞
職
し
た
。
ア
ボ
ッ
ト
教
授
は
マ
ヅ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
ズ
の
辞

職
を
十
月
以
仙
剛
に
竜
っ
て
ゆ
き
、
　
「
九
月
ま
で
に
諸
植
罠
地
を
通
じ
て
印

紙
亮
捌
人
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
頑
迷
な
ク
ェ
ー

カ
：
蜘
琳
徒
ヒ
ュ
ー
ズ
｝
入
」
と
し
て
い
る
が
（
》
一
）
げ
。
鉾
、
帥
げ
残
し
勺
亀
Q
◎
Q
o
）
、

彼
白
回
身
の
記
載
し
た
モ
ン
ト
レ
ソ
ー
ル
臼
U
記
か
、
b
し
て
、
こ
の
こ
と
は
あ

三
六

　
き
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。

⑭
　
寓
〇
三
い
℃
巴
●
㍉
三
“
高
唱
。
嬉
ρ

⑧
》
与
。
3
瞳
三
負
4
ワ
8
…
｝
．
↓
’
》
曾
暴
L
凱
島
轟
唱
．
Q
。
。
。
。
。
．

⑱
イ
ギ
リ
ス
下
院
喚
問
会
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
二
筋

　
p
博
q
N
巳
二
〇
び
。
留
も
一
三
蜘
・
、
ワ
一
竃
）

（
鴻
8
ざ
目

　
・　　

@　

@　

@　

X
埜
論
丈
投
稿
規
定
　
　
　
　
　
～

　
「
史
林
」
の
論
丈
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
御
含
み
の
上
会
員
諸
賢
の
造
設
稿
を
お
待
ち
し
て

お
り
・
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶

　
　
枚
数
　
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
五
十
枚
以
内
（
註
を
も
含
め
て
）
。
　
一
翻
；
掌
厳
守
。
な
る
べ
く

　
薪
仮
名
遣
を
使
用
。
学
界
動
向
・
資
料
紹
介
・
書
評
等
屯
適
当
な
も
の
が
あ
れ
ば
お
溢
せ
下
さ
い
。

　
尚
採
否
掲
載
に
際
し
て
の
取
扱
に
つ
い
て
は
編
集
委
員
会
に
荏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
‡
し

（　458　）



　
　
　
　
　
三
園
殿
代
の
櫛
に
就
い
て
（
梅
療
）

た
一
は
珍
ら
し
く
、
そ
れ
の
認
め
ら
れ
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ

に
紹
介
し
た
櫛
と
結
び
つ
く
頭
髪
に
つ
い
て
屯
、
か
ぶ
っ
た
冠
幡
の

下
に
、
そ
れ
が
前
で
左
右
に
わ
け
て
、
然
る
後
巻
い
た
と
恩
わ
れ
る

結
髪
だ
つ
た
ろ
う
こ
と
を
推
さ
し
め
る
も
の
が
あ
る
の
は
注
目
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
既
ち
同
像
の
形
歌
図
を
載
せ
て
、
今
後
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
晶

相
似
た
遺
例
の
篤
し
い
出
現
に
期
待
を
か
け
た
い
。
終
り
に
是
等
の

遺
晶
の
調
査
に
あ
ら
ゆ
る
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
収
蔵
者
の
方
々
に
謝

意
を
塾
す
る
と
共
に
、
挿
図
の
写
真
も
そ
の
寄
与
に
係
る
こ
と
を
明

記
し
て
煙
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
四
年
七
月
四
丁
稿
）

　住　　　　　斬
　　武熱上前加
　所　　智　　三島変田 ?蹴会会
貴　久　史正晃
　更　　学　　　員義　　二公会名子

齋丁 ，　移
束
…
尽
郡
千
代
田
区
紀
尾
井
町
七

里
井
彦
七
郎

梅
原
隆
章

松
　
山
　
　
宏

和
多
照
治
子

三
　
上
　
次
男

河
野
通
縛

（　466　）



書

評

耕
地
を
有
し
な
い
塞
ヂ
、
、
ま
た
同
地
の
古
い
厩
家
が
現

在
で
は
商
業
を
営
ん
で
い
な
い
が
町
騰
的
な
構
造
を

示
し
て
い
る
事
等
よ
り
推
定
し
得
る
の
で
あ
る
。
亀

と
よ
り
大
な
る
都
市
集
落
で
は
な
く
、
現
在
で
は
そ

の
商
業
単
機
能
は
駅
前
の
商
店
街
に
輩
わ
れ
て
了
つ

た
の
で
あ
る
が
、
住
宅
地
聚
展
の
適
期
に
於
て
は
此

等
の
商
業
集
落
が
基
盤
と
な
っ
た
事
は
疑
え
な
い
事

実
で
あ
り
、
後
に
交
遡
の
利
便
が
増
し
、
タ
斗
ミ
ナ

ル
デ
パ
；
ト
の
開
設
等
に
よ
っ
て
大
阪
へ
の
依
存
度

が
次
第
に
増
煉
し
て
来
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
、
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
そ
の
他
の
衛
星
都
市
と
異
る
所

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
此
の
点
は
豊
中
市
の
現
況

の
み
に
重
点
を
置
き
、
過
虫
の
発
展
過
程
を
焉
過
し

て
考
慮
す
る
所
の
な
か
っ
た
本
調
査
の
一
つ
の
不
備

の
現
れ
で
も
あ
ろ
う
。

　
ま
た
「
㈹
本
市
の
地
域
を
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
図
表
に

あ
て
は
め
て
み
る
と
…
…
塞
市
は
中
央
以
北
の
申
流

以
上
の
給
料
生
活
老
の
居
住
地
と
麿
…
部
低
地
の
工
員

そ
の
他
の
肉
体
労
働
一
者
の
農
住
地
と
畏
南
端
の
工
業

地
帯
と
の
そ
れ
ぞ
れ
桂
格
の
異
る
三
層
の
地
域
か
ら

な
る
。
し
た
が
っ
て
本
市
は
一
つ
の
大
都
市
の
構
造

中
に
そ
の
位
麗
を
見
鐵
す
。
」
　
に
就
い
て
も
三
層
の

地
域
分
化
は
必
ず
し
も
国
・
ρ
切
霞
σ
Q
富
の
そ
れ
の

み
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
低
湿
沖
積
平
野
と

高
燥
洪
積
台
地
と
い
5
地
形
・
地
質
的
要
素
が
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
切
窺
σ
Q
o
ω
の
各

N
9
お
に
含
ま
れ
る
か
ら
と
歎
っ
て
そ
れ
が
一
単
位

の
都
市
を
形
成
し
な
い
と
は
言
い
難
く
、
そ
れ
等
の

N
o
⇔
o
内
に
あ
っ
て
更
に
小
規
模
の
O
o
コ
0
9
戴
o
N
？

器
を
形
成
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
点
を

明
確
に
す
る
た
め
に
は
市
域
内
を
出
来
る
限
り
の
小

区
画
を
単
位
と
し
て
調
査
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
本
調

査
に
用
い
ら
れ
た
こ
一
の
学
校
区
は
そ
の
点
で
は
過

大
で
、
そ
れ
を
以
て
結
論
を
急
ぐ
の
は
億
険
で
あ
ろ

う
。
以
上
を
要
す
る
に
豊
中
市
が
大
阪
の
機
能
の
一

部
を
分
狽
し
、
ま
た
響
く
大
阪
に
依
存
す
る
事
は
明

か
で
あ
る
が
、
張
形
遡
上
、
田
園
地
帯
に
よ
っ
て
開

瞭
に
分
離
し
て
お
り
、
童
た
衛
星
都
市
は
大
都
市
の

機
能
の
一
部
を
分
担
し
て
い
る
と
す
る
従
来
の
概
念

よ
り
す
れ
ば
、
豊
中
市
が
都
市
で
な
い
と
す
る
こ
の

紬
論
は
そ
れ
が
布
政
考
察
に
対
す
る
根
本
的
前
提
と

な
る
だ
け
に
未
だ
十
分
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
尚
細
部
に
亙
っ
て
は
自
然
環
境
叙
述
の
不

正
確
、
地
図
の
利
田
川
の
不
徹
繕
事
地
理
掌
の
観
点
よ

り
の
不
満
は
仕
方
の
な
い
事
か
も
早
れ
な
い
が
、
附

録
と
し
て
巻
末
に
入
れ
ら
れ
た
調
査
の
統
計
は
極
め

八
六

て
燈
冨
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
が
、
十
分
に
消

化
さ
れ
て
い
な
い
感
が
あ
り
、
そ
の
利
爾
が
十
分
に

な
さ
れ
漁
れ
ば
本
報
告
書
は
更
に
そ
の
価
値
を
高
め

る
で
あ
ろ
5
。

（
A
5
粍
・
悶
［
二
山
ハ
頁
・
昭
一
プ
八
難
†
一
　
一
月
・
欝
公
強

み
巾
詰
紙
調
査
ム
竃
刊
。
山
数
理
〇
m
胃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
1
木
下
　
良
i

勲
筆
者
紹
介

岡牧梅今
三婆繁津

郎二治晃

木鋤脇

下田田
～

繋属修
大
阪
大
学
助
数
授

京
都
大
学
教
授

京
都
掌
芸
大
聴
講
師

平
安
女
子
短
期
大
学
助

教
授
京
都
大
学
大
学
院
学
生

立
命
館
大
学
講
師

京
都
大
学
童
学
院
愚
生

（508）
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5晶

f

重要美術原本複製
学術図誹出版印刷

京都市下京区油小路綾小路下
電　言舌（5）　1982番
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社

友

陽
村
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編
集
後
　
記

　
　
　
　
ム

　
隔
月
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
史
林
電
、
そ
の
後
会
員
諸
兄
の
御
支
援
に

よ
っ
て
順
調
な
発
展
を
と
げ
、
本
号
も
梅
原
教
授
の
斬
新
な
研
究
と
今
津
晃
氏
の

力
作
を
以
て
本
文
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
牧
教
授
の
労
作
蚤
間
題
多
い
論

点
に
一
つ
の
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
で
あ
ろ
5
し
、
岡
田
芳
三
郎
氏
そ
の
他
の
研

究
者
の
資
料
紹
介
、
学
界
消
息
も
そ
れ
ぞ
れ
の
祝
角
に
お
い
て
示
唆
を
与
え
る
も
．

の
で
あ
ろ
5
。
暑
熱
を
お
か
し
、
御
執
筆
下
さ
っ
た
で
あ
ろ
弓
こ
れ
ら
の
ひ
と
び

と
に
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
変
ら
ざ
る
御
声
援
と
御
寄
稿
を
御
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。
最
後
に
わ
れ
わ
れ
編
集
委
員
と
し
て
い
つ
も
な
が
ら
希
望
す

る
こ
と
は
、
忌
慣
な
ぎ
諸
兄
の
御
批
判
こ
そ
史
林
を
向
上
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る

と
い
♪
つ
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
越
智
）

　　）；c　；：ミ　　　九八

史違林腿
　　嬢爺“1］
学稀素淵
饗研騎喜定

心　 讐
葦　　円
蕃習

　
　
　
京
親
市
下
京
区
七
熱
獅
所
ノ
内
璽
町
三
九

即
棚
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
祉
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Short　Notices：

1）ocumentury’　Credibility　of　the　Expedit；’on　of　‘

　　　　J董1）1111ZI　1”；n耳peror・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　曾・・・・・・・…　。・…　五二　2翼廊’をゴ　（45）

The　Roy［しI　Tomb　of　Wll　Ku乙しn　Ts’1m（武官村）

　　　　under　the　Y　in　1）ynagty一・・・・・…一・・・・…t・・・・・・…　Y．　Okatla　（66）
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